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編 集 後 記

日本医事新報 の昭和33年2月22日 号 の時論瀾に 「大阪市 の反省を も とむ 」と題 して同市 民病院

の谷村氏が一文を発表してい られ る.大 阪市 の条令或は役人,事 務員 らが市民病院 の医者 に対 し

て全 くひ どい考え方や待遇をしているこ とを訴え,そ れにっれて医者の方 も学問 と医療 に情熱 を

失つていることを述べ てい られ る.ま こ とに実状はそ の通 りで あろ うと察せ られ,医 学 の一端 に

連なる筆者 として も情 けない気がす る.

◇

それに して も普通な らばなかなか言いに くことを,一 身の得失 を顧みず に,何 ものを も 恐 れ

ずに,卒 直に信ず る ところを述べ られたこ とに対 して敬 意を表 したい.世 の 中には事なかれ主義

や,自 分の損 にな りそ うな ことは言わぬ流儀が多い それでは当人は俗世的 に出世 した り或は得

をす ることは あろ うけれ どども,世 の中は 良 くは ならぬ.や は り各人 が信ず るこ とをは つき りと

主張す るこ とが世 の中を良 くするのであ る.こ のよ うな立派 な発言 をす る人を,医 界人 が黙って

見過 ごした り或は医界か ら何 らの反響 も起 らぬ よ うなこ とでは 困る.う しろか ら続 いて大 いに応

援せねばな らぬ.

◇

これは単に大阪市 だけの問題ではな く,類 似 の事柄は至 る所 にあ る.或 る紡績会 杜病院 の勤務

医か ら話を聞いた ことがあ る.そ れは会 祉側が医者の本然の立場 を理解 して居 らず,主 に社員 と

して考えてい るので,医 者は会社の職員 としての立場 と医者 として の立場 との不一致に悩 まされ

ると言 うのであ る.全 くその通 りであ ろ う.医 者 が医者 でない ものに従属 してい るのであ る.そ

の医者は会社に勤 めてはい るが,や は り医者 とい う任務 の比重が大 き く,従 って 医界 とい う広い

立場の方 に密接に身を置いてゆ くべ きであ る.

◇

以上の問題は個入 の医者では ど うともな らぬ・根本的には現今 日本 の医療制 度の欠陥に連 なつ

ている・この頃 の医界,医 政 に関す る論説 を見聞す ると,そ の殆ん どすべてが医療制 度の不備を

衝 いた ものであ る・ これに対 しては小手先 の処置 では な く,こ れ らの錯 誤 と混乱を根底 か ら立 て

直さねば ならぬ ことが痛感せ られる。

購 読 要 項

1.発 行は毎 月(年12回)と する.年 間購読者 を以て会員 とす る.

2.会 員は年間料 金1,000円 を前納 する.1冊 料金100円,払 込みは振 替 口座番 号窟都4772番

泌尿器科紀要 編集部,或 は第一銀行百万遍支 店.

3.入 会 申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業 の別,送

金 方法 を御記入の上編集部宛.

投 稿 内 規

1.原 稿 の種 類 は綜 説,原 著,臨 床報 告,そ の 他 .寄 稿 者 は 年 間 購 読 者 に 限 る.

2.原 稿 の長 さは制 限 しな い が簡 潔 にす る .

3.原 稿 は横 書 き,当 用 漢 字,平 仮 名,新 仮名 使 い を 用 い,片 仮 名 に は 括 孤 を 要 し ない .

字 詰 原稿 用紙 を用 い る こ と.附 表,附 図 は な るべ く欧 文 に す る こ と.

4.文 献 の書 式 は 次 の 如 くす る.著 者 名:誌 名,巻 数=頁 数,年 次 .

例.中 野:泌 尿 紀要,1:110,昭30。Lazarus,J.A.=」.Uro1.,45:527,1941.

5.

400

300語 以 内の欧文抄録 を記 し,之 には欧文 の標題,所 属機関名,ロP・ マ字著 者名を附け,

なるべ くタイプライ ターを用い るこ と.希 望の場合は当編集部 にて繰訳 します 抄録 用の原稿 を

送 ること.魏 訳 の実費は申受 く.

6、 掲載料は4頁 迄毎頁500円,そ れ以上 の頁 ,ア ー ト頁,図 表,写 真 は実 費を申受ける.別

冊20都 を無料贈呈 それ以上は実費 を徴収す る.こ の場 合には予 め希望部数を 申込む こと.特 別

掲載 も考慮す る.

7.校 正 は編集者が行 うが希望に より著者校正 とす る.

8.原 稿送 り先は京都 市左京 区聖護院 京都 大学病 院 泌尿器科紀要編集部




